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　10月23日（水）から3日間、東京都江東区の東京ビ
ッグサイトにおいて、「アグリビジネス創出フェア
2013」が開催されました。このフェアは、農林水産・食
品分野の研究成果を広く社会に普及させるために、研
究成果と民間企業のニーズを結びつける場として、農
林水産省が毎年開催しているものです。（独）農業環
境技術研究所は、このフェアの後援団体として出展し、
農地から出る温室効果ガスを自動で測定するシステ
ム、カドミウムを多く含む土壌で栽培しても玄米にカド

ミウムをほとんど蓄積しないコシヒカリ、農業環境に
生息する微生物が作る紫外線吸収物質などを、実物
展示、説明パネル、実演により紹介しました。

（連携推進室長　川崎　晃）

　（独）農業環境技術研究所では、研究成果を広く一
般に紹介するとともに、その普及にあたる都道府県・
市町村の方々との連携を深めるための公開セミナー
を毎年開催しています。今年度は、新潟県の後援によ
り、新潟県農業総合研究所と協力して長岡市で開催し、
260名余りの方に参加いただきました。セミナーでは、
メッシュ気候値*を活用したイネの生育予測や栽培管
理技術、水田から発生する温室効果ガス(メタン)の発
生抑制技術、水田稲作の有機栽培技術と生物多様性
について、6名の研究者が紹介しました。また、「温室
効果ガスの発生抑制と生物多様性の両立に向けてど

のように取り組めばよいか」など、活発な討議が行わ
れました。
*緯度経度に沿って網の目状に区分した約1km2の区域（メッシュ）
ごとに作られた気象データの推定値

（連携推進室長　川崎　晃）
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農業環境技術公開セミナー in 新潟
地球環境負荷軽減、「農」からのアプローチ

アグリビジネス創出フェア2013

　「つくば科学フェスティバル」は、小中学生が楽しみ
ながら科学の楽しさや大切さを学ぶイベントとして、
つくば市などが開催しています。毎年、つくばカピオ
（茨城県つくば市）を会場にして、市内の研究機関や
学校・団体が科学実験や体験・展示などのさまざまな
企画を出展しています。今年は、11月9日（土）、10日

（日）に開催され、16,500
人あまりの来場者が訪れ
ました。
　農環研は「つくばの農
業環境 むかしといま」と
いうテーマで出展し、歴

史的農業環境閲覧システ
ム（HABS）を体験してもら
いました。参加した方々は、
身近な場所の今と130年
前の地図をくらべ、農業環
境の変化を実感していま
した。

（広報情報室）
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つくば科学フェスティバル2013

恒例の農環研クイズ

身近な場所の
昔の様子を調べる


